
特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 10 期（平成 27 年度）第 1 回臨時理事会議事録 

 

１. 日 時：平成 27 年 7 月 18 日（土）19：30～20：00 

２. 場 所：筑紫小学童保育所  

３. 出席者理事 18 名   

欠席者理事    5 名（跡部理事、森﨑理事、前山理事、水田理事、横田理事） 

その他出席者   1 名（仲佐監事）   

 

議事 

１. 基本理念唱和 

 

２. 理事長挨拶 

 

３. 審議事項 

① 第 10 期 第 1 回 臨時理事会上程（案）について 

② 専務理事通勤費付与に係る予備費流用の件 

４. 報告事項 

① 運営委員会報告 

 

１．基本理念唱和 

開会に先立ち、理事一同による基本理念の唱和が行われた。 

 

２．理事長挨拶 

（髙木理事長）より「本日は、臨時総会上程案審議のために急きょお集まりいただいている。6 月 28 日

に指導員採用試験に併せて人事管理委員会による「専務理事面接試験」も実施していただいた。後ほ

ど紹介するが、平山専務理事候補は小学校教諭経験を生かして、当法人の吉木学童・山家学童・筑紫

学童で指導員としてまた主任として勤務頂き、子ども達からはもちろん、同僚や保護者からも信頼の

厚い先生であった。筑紫学童が滞納問題や元気の良すぎる子ども達が多い中で、平山氏が若い指導員

をまとめあげ、指導員・保護者会が一丸となっての取り組みが現在の「筑紫学童」を作り上げ、「安

心・安全」して子どもを預けられる学童になった。平成 25 年度末に退職されてからは山家小学校の

学習支援ボランティアや食育ボランティアなど社会貢献に積極的に携わっておられる。また、その人

脈によって代替指導員の先生を数名確保して頂いた。前期からの継続課題である「主任者制度の確

立」や今期の課題「職員の勤務労働条件」についても、経験を踏まえた提案を経営者の一人としてご

提案頂き、法人のために尽力いただきたいと思っている。ご審議の程、よろしくお願いしたい。」旨

の挨拶がなされた。 

《議長指名》 

議事に先立ち、定款第 38 条の規定により髙木理事長が金森副理事長を議長指名し、金森副理事長

が受諾した。 

《定数確認》 

理事 23 名中、出席理事 18 名で定足数を満たしており、定款第 39 条の規定により有効に成立する



旨の報告がなされた。 

 

３．審議事項 

（議長）より審議事項①第 10 期 第 1 回臨時理事会上程（案）について執行部に説明が求められた。 

（髙木理事長）より「審議案件は「第 1 号議案 新役員選出および承認の件」である。新理事候補とし

て公募により平山裕子氏を選任した。ついては、理事会で承認いただき、臨時総会で上程したいと思

っている。経歴については、理事会案内に記載し先ほどの理事長挨拶で述べたとおりである。人事管

理委員会の皆様からも最適の方であると評価いただいたことを申し添える。」旨の説明がなされた。 

（議長）より、質問や意見が求められたが特になく「審議事項① 第 10 期 第 1 回臨時理事会上程

（案）について、承認頂ける方は挙手をお願いしたい。」旨が伝えられ、議決権行使書による賛成を   

含む賛成 23 名で承認され、審議事項①は終了した。 

（議長）より平山専務理事候補に挨拶が求められた。 

（平山専務理事候補）より「昨年 3 月で当法人を退職した。公設民営の学童経営において市役所との折

衝窓口となり皆さんのお役に立ちたいと思う。また、指導員の方々がより元気で働きやすい職場にし

たいと思っている。よろしくお願いします。」という旨の挨拶がなされた。 

 

（議長）より審議事項②専務理事通勤費付与に係る予備費流用の件について執行部に説明が求められ

た。 

（髙木理事長）より「本件については先の理事会で「専務理事の公募に際しては『交通費有り』と付記

して募集することとし、支給額については候補者が決定した後に審議する」ことが決定している。こ

の度、候補者が決定し、人事管理委員会からのご意見、候補者との協議を持ったところ、今回の候補

者については太宰府市からの通勤となり、法人通勤手当規程に準じて支給しても指導員給与を下回ら

ないことから、月額 4,000 円を支給することとし、その支出科目がないことから「予備費流用」で対

応することを提案する。」旨の説明があった。 

（議長）より、質問や意見が求められたが特になく「審議事項②専務理事通勤費付与に係る予備費流用

の件について、承認頂ける方は挙手をお願いしたい。」旨が伝えられ、議決権行使書による賛成を含

む賛成 23 名で承認され、審議事項②は終了した。 

－議長退任－ 

 

４．報告事項 

（髙木理事長）より「今から、指導員会全体の連絡調整を担っている運営委員会からの報告書を配布す

る。運営委員会は主任の互選により選ばれた指導員代表 4 名で構成されている。本件は、法人運営に

関する重要な案件であり、資料は慎重に取り扱う必要がある為、報告終了後は回収する」旨の説明が

なされ、報告書が配布された。 

（髙木理事長）より「前期の横田理事長体制になってからは、主任者会議やその他、指導員の会議も全



て書面にて執行部に報告することになった。当初は指導員の負担が増えた、という声もあったが、ご

覧いただいたとおりきちんとまとめてあり、一読すれば状況が理解できる。報告書の結論からいけ

ば、休憩を取らずに早く帰り、勤務報告書の退勤時間には所定の記載をすることが常態化しており、

労働基準法第 34 条に定められている、『労働時間が 6時間を超え 8時間以下の場合は少なくとも 45

分、8時間を超える場合は、少なくとも 1時間の休憩を、労働時間の途中に与えなければならない。』

に違反している実態にあるということ。また、夏休みについても「休憩」を取らずに勤務しようとし

ていること。この 2点が重大な事項である。 

 また、運営委員会としてもこの状態が「労基法違反」ととらえ、主任者会議で議題にあげて解決し

ようと努力したが、主任が持ち帰っても改善が難しい状況にあるため、執行部に解決を求められた。 

 この問題は学童単体の問題ではなく、指導員会も指摘しているように「労基法違反で労働を強いて

いる」という「法人全体の問題」となるので「法人存続の危機」ともいえる事態である。従って執行

部としては、経営責任のある全学童の理事に「先生方の実際の勤務状況」について確認いただきたい

と考えた。専務理事就任後は、専務理事が執行部の一員として現場検証に行くが、まずは、保護者で

もある私たち理事が、指導員の先生方に「休憩は取れていますか？」という確認をお願いしたいと思

う。労基法遵守の上で「休憩する」様に理事から「口頭指導」をお願いしたい。決して「分からなけ

れば良い」では済まされない案件である事を指導員にも周知願いたい。近隣市町村は「指定管理者制

度」による「企業委託」となっているが、筑紫野市の学童運営は指導員の選考も私たち保護者の代表

であり、理事の代表である人事管理委員会が担っている。面接では「子どもに癒されます」という応

募者に対して「それでは困ります。子どもを安心して預けられるようにお願いします」と保護者目線

でしっかりと意見をして頂いている。指導員会もしっかりと寄り添って「保護者と一緒に子どもを守

る」意識で日々、頑張って頂いている。この脈々と続く良好な関係での「学童保育」を永続的に守っ

ていくのは、私たち現役の保護者である。改善に向けて「職員に対する指導」もお願いしたい。なか

なか指導員の休憩室まで確保できていない状況ではあるが、学童によっては狭いロッカールームでの

休憩や、学童から外出するなど、何とか「休憩」をとっている現場もある。誰もが遠慮なく「休憩」

を取れる職場であること、またその雰囲気作りが必要である。全学童、実際に指導員の先生に確認

し、「とれていない」という学童については「とらなければならない」とご指導をお願いする。「とれ

ません」といわれて「そうですね」と言ってしまった段階で「理事が承認した」ということになって

しまうので、あくまで「口頭指導」という立場での対応をお願いしたい。」旨の説明がなされた。 

 

（泥川副理事長）より質問や意見が求められたが特になく、配布資料は全て回収された。 

各理事は休憩をとることを指導員に「口頭指導」し、またその際に出された意見は理事会の報告事

項に挙げ、法人全体の課題として解決を図ることとして、全ての議題が終了した。 

 

次回は 8月 22 日（土）19 時～総会、19時半～理事会・代表者会議を原田小学童で行う予定である

旨が伝えられ、散会した。 

                                    20 時 00 分終了 

  


